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事 務 局 長	：	駒井　啓一（啓歯産業・新東京歯科技工士学校）
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ご　挨　拶

　このたび 2022 年 7 月 16 日（土）から 8 月 15 日にかけて WEB 開催（オンデマンド）にて、第 22 回日
本外傷歯学会総会・学術大会を開催させて頂くこととなりました。当初は神奈川県歯科医師会館にて行う予
定であった本学会ですが、新型コロナウイルスのパンデミックにより本年 2 月に WEB 開催へ切り替えるこ
ととなり、7 月 16 日から 8 月 15 日までのオンデマンド配信で開催させていただくことになりました。本学
会理事長の木村先生をはじめ、関係各位の先生方のご理解とご支援のもと大会が無事開催できましたことを、
心より御礼申し上げます。
　 
　今回の学術大会のメインテーマとして『外傷後のリハビリテーション - オーラルリハビリテーションを再
考する -』を掲げました。永年にわたる歯科医療従事者の歯周病予防や歯科治療に関する啓蒙活動の結果、残
存歯数は増加し 80 歳で 20 歯以上を有する高齢者は 50％を超えるようになりました。しかしながら、ブラ
キシズムに代表される咬合性外傷など様々な外傷的要因による歯牙の喪失は後を絶ちません。
　このような状況を踏まえ、外傷的要因による歯牙の喪失への取り組みとして、これまで以上に適切な診断
による外傷の予防や、QOL の維持を目的とした外傷による歯牙喪失後のオーラルリハビリテーションを考え
ていくことが、現在の歯科治療には求められていると思います。
　これらの課題に対して基調講演では神奈川リハビリテーション病院院長、杉山肇先生より『総合リハビリ
テーションの現状と今後の展望』、特別講演では神奈川歯科大学横浜センター麻酔科・歯科麻酔科教授、有坂
博史先生より『歯科治療中の Life-Threatening evens』、東京歯科大学名誉教授・東京歯科大学千葉歯科医療
センター客員教授、柴原孝彦先生より『外的刺激が口腔粘膜に及ぼす影響』、教育講演では東京歯科大学名誉
教授・特任教授、井上孝先生より『外傷歯の運命・治癒のミクロコスモス』をテーマにご講演いただきます。
またシンポジウムでは６名の先生にご登壇いただいて外傷やオーラルリハビリテーションに関する最近の知
見も踏まえた専門的な内容を基礎的・臨床的な側面からご講演いただきます。
　今回のテーマが日々外傷歯学に向き合う先生方の現場で大いに役立つ実践的な学術大会となることを期待
しております。

第 22 回 一般社団法人 日本外傷歯学会総会・学術大会

大会長　河合　毅師
（神奈川リハビリテーション病院歯科口腔外科・関内馬車道デンタルオフィス）
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参加される皆様へ

１）開催形式
今回はコロナ禍を鑑み、Zoom ミーティングを用いた完全 WEB 開催です。現地での開催はございません。
※視聴には大量のデータ通信を行うため、スマートフォン、タブレット、その他ポータブル端末をご利用の
方は容量無制限 Wi-Fi 環境での視聴を推奨いたします。
PC の場合は有線 LAN での接続、または Wi-Fi 環境が良い場所で、スマートフォン、タブレットと同様に容
量無制限 Wi-Fi 環境での視聴を推奨いたします。
視聴スマートフォン、タブレット・PC の環境が古いバージョンの場合、正しく動画が表示されない場合がご
ざいます。お使いのシステムを常に最新の状態にしておくことをお勧めします。
※通信環境によっては、音ズレ、映像の乱れ等が発生する場合がございます。安定した環境の元でご視聴く
ださい。
発生したデータ通信費用についてはお客様のご負担となりますので、予めご了承ください。

２）開催日時
７月 15 日（金）　9：00 ～ 9：40

３）参加方法
総会の参加者様へメールにて総会専用 URL 及びログイン用パスワードをお送りします。（ご注意：学術大会・
認定医更新セミナーの URL とは異なります）
開催日時になりましたらログインをお願いいたします。

総  会

１）開催形式
今回はコロナ禍を鑑み、WEB でのオンデマンド開催です。現地での開催はございません。
※視聴には大量のデータ通信を行うため、スマートフォン、タブレット、その他ポータブル端末をご利用の
方は容量無制限 Wi-Fi 環境での視聴を推奨いたします。
PC の場合は有線 LAN での接続、または Wi-Fi 環境が良い場所で、スマートフォン、タブレットと同様に容
量無制限 Wi-Fi 環境での視聴を推奨いたします。
視聴スマートフォン、タブレット・PC の環境が古いバージョンの場合、正しく動画が表示されない場合がご
ざいます。お使いのシステムを常に最新の状態にしておくことをお勧めします。
※通信環境によっては、音ズレ、映像の乱れ等が発生する場合がございます。安定した環境の元でご視聴く
ださい。
発生したデータ通信費用についてはお客様のご負担となりますので、予めご了承ください。

学 術 大 会
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２）受付
場所：第２２回一般社団法人日本外傷歯学会総会・学術大会ホームページ（https://jadt2022.com/）
　　　完全 WEB 開催のため、大会ホームページ上でお申込み手続きを行ってください。

期間：事前登録３月 1 日（火）～ 7 月 10 日（日）
　　　参加登録７月 11 日（月）～８月 8 日（月）

３）参加費

４）視聴期間
7 月 16 日（土）0：00 から 8 月 15 日（月）23：59 の期間、専用の URL よりいつでもお好きなお時間にご
覧いただけます。

５）視聴方法
学術大会に事前登録（申込・参加費振込）が確認された方に、メールにて視聴サイトの URL をお送りします。

（ご注意：総会の URL とは異なります）
メールに記載いたします ID、パスワードをご入力の上ご視聴ください。
※認定更新セミナーにご参加の方は、別途お申込みが必要です。

① 7 月 10 日（日）までの事前登録お申込みの方
7 月 11 日（月）までにメール連絡がない場合は大会事務局までメールにてお問合せください。
　大会事務局メールアドレス：info_jadt@media-ref.net

② 7 月 11 日（月）以降に参加登録をお申込みの方
視聴 URL の送信まで 1 週間ほどかかります。
お申込み日より 1 週間を過ぎてもメール連絡がない場合は大会事務局までメールにてお問合せください。
　大会事務局メールアドレス：info_jadt@media-ref.net

６）日本歯科医師会生涯研修単位
参加申し込み時に日歯生涯研修 IC カードの ID 番号（6 桁）を登録された方について事務局にて視聴履歴を
確認し、申請手続きを行います。

資格区分
学会参加費

事前参加登録（～ 7/10） 参加登録（7/11 ～ 8/8）

歯科医師・医師 10,000 円 12,000 円

歯科医科関連医療従事者 7,000 円 9,000 円

学部生以下※ 無料 無料

非会員 15,000 円 17,000 円
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１）開催形式
今回はコロナ禍を鑑み、WEB でのオンデマンド開催です。現地での開催はございません。
※視聴には大量のデータ通信を行うため、スマートフォン、タブレット、その他ポータブル端末をご利用の
方は容量無制限 Wi-Fi 環境での視聴を推奨いたします。
PC の場合は有線 LAN での接続、または Wi-Fi 環境が良い場所で、スマートフォン、タブレットと同様に要
領無制限 Wi-Fi 環境での視聴を推奨いたします。
視聴スマートフォン、タブレット・PC の環境が古いバージョンの場合、正しく動画が表示されない場合がご
ざいます。お使いのシステムを常に最新の状態にしておくことをお勧めします。
※通信環境によっては、音ズレ、映像の乱れ等が発生する場合がございます。安定した環境の元でご視聴く
ださい。
発生したデータ通信費用についてはお客様のご負担となりますので、予めご了承ください。

２）視聴期間
7 月 16 日（土）0：00 から 8 月 15 日（月）23：59 の期間、専用の URL よりいつでもお好きなお時間に
ご覧いただけます。

３）視聴方法
認定医更新セミナーにお申込みされた方に、メールにて視聴サイトの URL をお送りします。（学術大会と同
様の URL です。）
メールに記載いたします ID、パスワードをご入力の上ご視聴ください。
※認定医更新セミナーの受講には、学術大会のお申込みと認定更新セミナーのお申込みの両方が必要となり
ます。それぞれのお申込み方法、支払先が異なりますのでご注意ください。
詳細は学会ホームページ（https://www.ja-dt.org/）または本大会ホームページ（https://jadt2022.com/）よ
りご確認ください。
※学術大会と同様の URL となりますが、学術大会のみお申込みの方とはご視聴いただける範囲が異なります。

視聴サイトの URL について 7 月 11 日 ( 月 ) までにメール連絡がない場合は大会事務局までメールにてお問
合せください。
　大会事務局メールアドレス：info_jadt@media-ref.net

認 定 医 更 新 セ ミ ナ ー
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プログラム

2022 年 7 月 15 日（金）9：00 ～ 9：40

総会

2022 年 7 月 16 日（土）0：00 ～ 8 月 15 日（月）23：59

「第 22 回 一般社団法人 日本外傷歯学会学術大会」　
「一般社団法人 日本外傷歯学会認定医更新セミナー」

オンデマンド開催

理事長ご挨拶
木村　光孝（九州歯科大学）

大会長ご挨拶
河合　毅師（神奈川リハビリテーション病院歯科口腔外科・関内馬車道デンタルオフィス）

基 調 講 演
『総合リハビリテーションの現状と今後の展望』 
杉山　　肇（神奈川リハビリテーション病院）

教 育 講 演
『外傷歯の運命・治癒のミクロコスモス』 
井上　　孝 （東京歯科大学）

特 別 講 演 Ⅰ
『外的刺激が口腔粘膜に及ぼす影響』 
柴原　孝彦（東京歯科大学）

特 別 講 演 Ⅱ
『歯科治療中の Life-Threatening evens －実際の症例と基本的な対処方法－』 
有坂　博史（神奈川歯科大学横浜センター麻酔科・歯科麻酔科）
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認定医担当理事ご挨拶
曽我 富美雄（九州歯科大学）

『外傷歯の歯内療法－歯と歯髄の保存のためのマネジメント－』
興地　隆史（東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科）

『乳歯の外傷について』
八若　保孝（北海道大学大学院歯学研究院）

シンポジウム
『インプラントに対する物理化学的処理の有効性』 
三浦　　直（東京歯科大学口腔科学研究センター）

『前歯部外傷による再植方法による一考察』 
佐久間利喜（医療法人社団尽誠会 新栄町歯科医院）

『上顎前歯部外傷歯に対して審美的機能回復に配慮したインプラント治療の二例』 
洪　　性文（医療法人社団湖秋会 吉祥寺セントラルクリニック）

『われわれの施設における顎顔面口腔外傷に対する治療戦略』 
菅野　勇樹（東京女子医科大学医学部 歯科口腔外科学講座 口腔顎顔面外科学分野）

『口腔外科での外傷』 
吉田　和正（日本歯科大学附属病院口腔外科）

『デジタル技術で製作したダブルクラウンによるオーラルリハビリテーション』
田坂　彰規（東京歯科大学パーシャルデンチャー補綴学講座）

一 般 口 演 
『外傷歯へのセルフアドヒーシヴ・レジンセメント ：プライマー併用の試み』 
入江　正郎（岡山大学学術研究院医歯薬学域 生体材料学分野）　他

一般社団法人 日本外傷歯学会認定医更新セミナー





基 調 講 演

教 育 講 演

特 別 講 演 Ⅰ

特 別 講 演 Ⅱ
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基 調 講 演

総合リハビリテーションの現状と今後の展望

神奈川リハビリテーション病院 院長

杉山　肇

　神奈川県総合リハビリテーションセンターは、福祉と医療の連携により、医学・職業・社会にわたる総合的
なリハビリテーションを提供する施設です。昭和48年に神奈川県により設置され、他の一般的な機関では対
応困難な対象に対し、高度で専門的なリハビリテーションの提供を行っています。設立当時は２つの病院があ
りましたが、時代の変遷とともに現在は１病院に集約されて、施設の規模も縮小されてきました。しかし、基
本的な機能は変わらずにその時代に必要とされている機能を追加してきています。
　センターでは、医師や看護師の他、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、職業指導員、体育指導員、公認心理士、
ソーシャルワーカー、リハ工学エンジニア、研究員といった多くのリハビリテーションの専門職種が連携して
チームアプローチにより関わることで課題解決やニーズの実現へ向けた支援を行っています。また、病院は多
くの診療科による総合的な診療を行い、脊髄障害などの障害特性から生じる合併症治療や、障害がある方への
一般医療の提供を行ってきています。歯科医療においても従来５名の歯科医師が在籍して、外傷歯学や障がい
者歯科を中心に神奈川県の第３次医療機関として診療していましたが、入院患者さんの変化とともにニーズが
減少したことや人材確保が難しい問題もあり、現在は常勤歯科医師が不在の状態となっています。
　このように、リハセンターの現状も大きく変化してきていますが、病院では周術期管理や口腔ケアによる肺
炎予防など歯科医師との連携が重要視されており、直近に迫った超高齢化社会を迎え、その必要性はさらに大
きくなると考えます。外傷歯学や障がい者歯科など専門的な医療の必要性はもとより、口腔ケアも周術期管理
などのアプローチにより患者さんを社会に戻すことが（リハビリテーション）、これからの医療にとって重要
なテーマであり、医科と歯科のさらなる連携が重要となると考えています。

略歴
昭和	57 年	 3 月	 東京慈恵会医科大学卒業、4 月より整形外科に入局
	 	 	 （昭和 60 年４月～昭和 62 年 3 月、国内留学 : 東京工業大学精密工学研究所）
昭和	62 年	 3 月	 東京慈恵会医科大学大学院医学研究科 修了
	 	 	 （昭和 63 年 1 月～平成元年 9 月、米国留学：DePaul Biomechanical 研究所）
平成	 6  年	12 月	 東京慈恵会医科大学整形外科 講師
平成	17 年	 8 月	 山梨大学大学院整形外科 准教授
平成	22 年	 1 月	 神奈川リハビリテーション病院 整形外科 部長
平成	25 年	 4 月	 神奈川リハビリテーション病院 副病院長
	 	 	 （兼：神奈川県総合リハビリテーションセンター研究部長）
平成	26 年	10 月	 東京慈恵会医科大学客員教授
平成	28 年	 4 月	 神奈川リハビリテーション病院 病院長	

所属学会
日本股関節学会［理事］（理事長）、日本骨・関節感染症学会［幹事］、神奈川県病院協会［理事］、厚木病院協会［会長］、日本関
節鏡学会（JOSKAS）［評議員］、日本人工関節学会［評議員］、日本関節病学会［評議員］、日本小児整形外科学会［評議員］など
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教 育 講 演

外傷歯の運命・治癒のミクロコスモス

東京歯科大学 名誉教授
東京医学技術専門学校 校長

井上　孝

　創傷の治癒は一次治癒と二次治癒に分類され、一次治癒は完全再生を意味するので、口腔内に起こる創傷
は、大部分が二次治癒である。二次治癒は創面が大きく、感染を伴い、最終的には瘢痕組織を残して治癒す
る特徴がある。歯科医師は口腔内に起こる治癒をできる限り一次治癒に近づけることを使命とする。治癒の
為の主役は細胞である。通常の結合組織を治すものは線維芽細胞で、歯槽骨を治すのは骨膜や骨髄の骨芽細胞、
象牙質を治すのは歯髄細胞、そしてセメント質を治すためには歯根膜細胞が重要となる。しかしながら如何
に細胞が供給されようとも、治癒を阻害する因子を排除しなければ治癒は得られない。また、エナメル質は
再生する細胞がないので、将来的には iPS 細胞などの応用が期待される。今回の講演では、外傷を受けた歯
牙がどのように治癒する、そして外傷の処置にあたり必要な知識について解説する。

略歴
1978 年 5 月	 東京歯科大学・助手（病理学第二講座）
1982 年 4 月	 東京歯科大学・講師（病理学第二講座）
1983 年 9 月	 カナダ・トロント大学歯学部・客員助教授
	 （1985 年 8 月まで）
1988 年 6 月	 東北歯科大学・非常勤講師
1991 年 7 月	 東京歯科大学・助教授（病理学講座）
1994 年 1 月	 アラバマ大学歯学部・客員研究員
	 （1994 年 4 月まで）
1994 年 4 月	 九州大学歯学部・非常勤講師
1995 年 6 月	 東京歯科大学千葉病院・臨床検査室長
1998 年 4 月	 新潟大学歯学部・非常勤講師
1998 年 6 月	 東京歯科大学千葉病院・臨床検査部長 
2001 年 5 月	 東京歯科大学・教授（臨床検査学研究室）
2002 年 4 月	 広島大学歯学部・非常勤講師
2003 年 4 月	 岡山大学医学部・非常勤講師
2004 年 4 月	 日本大学歯学部・非常勤講師
2004 年 6 月	 東京歯科大学千葉病院・副病院長

2008 年 4 月	 東京歯科大学口腔科学研究センター・副所長
2009 年 4 月	 東京歯科大学口腔科学研究センター・所長
2009 年 1 月	 鄭州大学口腔医学院・名誉院長、
	 同研究所・名誉所長
2010 年 6 月	 東京歯科大学大学院・研究科長 
2011 年 4 月	 東京歯科大学・教授
	 （臨床検査病理学講座：講座統合による）
2011 年 4 月	 大阪大学歯学部・非常勤講師
2011 年 4 月	 新潟大学歯学部・非常勤講師
2012 年 1 月	 東京理科大学・客員教授
2013 年 6 月	 東京歯科大学千葉病院・病院長
2013 年 6 月	 東京歯科大学歯科衛生士専門学校・校長
2016 年 4 月	 広島大学・客員教授	
2019 年 4 月	 東京歯科大学・名誉教授	
2019 年 4 月	 技術専門学校・副校長、臨床検査技師科科長
2022 年 4 月	 東京医学技術専門学校・校長
	 歯科衛生士科科長・臨床検査技師科科長	

所属学会
日本病理学会、日本口腔外科学会、IADR、日本口腔インプラント学会、日本歯周病学会、日本歯科医師会、日本歯科医学会、
東京歯科大学学会名誉会員、日本口腔検査学会名誉会員、日本外傷歯学会名誉会員、日本口腔病理学会名誉会員、日本再生歯
学会名誉会員、世界歯科連盟名誉会員

保有資格
歯科医籍（第 74591 号）、死体解剖資格認定医（第 4332 号）、臨床衛生検査技師免許（第 39133 号）、外国人臨床修練指導医
認定（第 349 号）、日本病理学会認定・口腔病理専門医・指導医（第 29 号）、日本感染症学会認定・ICD 感染制御専門医（1862
号）、日本インプラント学会認定・基礎系指導医（5 号）、日本口腔検査学会認定・認定医（1 号）
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特 別 講 演 Ⅰ

外的刺激が口腔粘膜に及ぼす影響

東京歯科大学 口腔顎顔面外科学講座 
客員教授、同大学名誉教授

柴原　孝彦

　日本は超高齢社会を迎え長寿国家として世界一を維持していますが、生物学的寿命を全うしたヒトが必ず
しも健康体ではなく健康寿命との間に 9-12 年があり、この短縮が次の課題となっています。そして国は歯
科界に健康寿命の延伸のため、口腔機能を保持することで積極的に介入することを求めています。小児の口
腔機能発達不全症や高齢者の口腔機能低下症の対策が重視されており、硬組織だけでなく軟組織、口腔粘膜
にまで目を向ける必要があります。
　加齢とともに口腔粘膜の組織構造は変化し、外的刺激を受け粘膜上皮には酸化と劣化が起こります。また
小児の発達不全症は歯列と顎位にも影響を来たし、口腔粘膜に口内炎を惹起する場合もあります。粘膜の劣
化と難治性の褥瘡が口腔がんを発症させることも散見されます。
　今回の講演では、日本の口腔がんの現状を解説すると共に、発生原因についても「外的刺激」に焦点をあ
て仮説をご披露いたします。

略歴
昭和	 54 年	  3 月 	 東京歯科大学卒業
昭和	 59 年	  6 月	 東京歯科大学大学院歯学研究科 ( 口腔外科学専攻 ) 修了
昭和	 59 年	12 月 	 東京歯科大学口腔外科学第一講座 助手
昭和	 61 年 	 7 月 	 国立東京第二病院歯科口腔外科に出向
平成	 元 年 	 8 月 	 東京歯科大学口腔外科学第一講座 講師
平成	 5 年	  6 月 	 学命によりドイツハノーバー医科大学に留学
平成	 12 年	  6 月 	 東京歯科大学口腔外科学第一講座 助教授
平成	 16 年	  8 月 	 東京歯科大学口腔外科学第一講座 主任教授
平成	 22 年 	 6 月 	 東京歯科大学千葉病院副院長 ( 現、千葉歯科医療センター )
令和	 元 年 	 6 月 	 東京歯科大学口腔がんセンター長 ( 平成 24-25 年、令和 2 年 )
令和	 2  年 	 4 月 	 東京歯科大学 名誉教授
	 	 	 東京歯科大学千葉歯科医療センター 客員教授

所属学会
日本口腔外科学会、日本頭頸部癌学会、日本口腔腫瘍学会、日本有病者歯科医療学会、日本口腔科学会、日本老年歯
科医学会、日本小児口腔外科学会、日本顎顔面外科学会、日本癌学会、日本癌治療学会、日本 ICD 学会など

保有資格
日本口腔外科学会専門医・指導医、日本老年歯科医学会専門医・指導医、日本がん治療機構暫定教育医、日本有病者
歯科医療学会指導医、日本口腔腫瘍学会口腔がん指導医、日本小児口腔外科学会指導医、日本口腔科学会認定医
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特 別 講 演 Ⅱ

歯科治療中の Life-Threatening evens
－実際の症例と基本的な対処方法－

神奈川歯科大学 横浜センター麻酔科
歯科麻酔科教授　　

有坂　博史

　わが国では、高度高齢社会を迎え、また医科医療の急激な進歩に伴い 2,30 年前には考えられなかったよう
な重症な患者が、病気を何とかコントロールしながら日常生活を過ごし（しかし予備能力は低い）歯科外来
を日常的に受診する時代になっている。また訪問歯科治療も課題である。訪問歯科治療においては、対象が
全身疾患を合併している高齢者である。しかも、歯科治療室で行われる歯科治療に比較して大きな制約を受
けており負っているリスクは大きい。さらに訴訟社会の問題も急増加することが予想される。今後、歯科治
療はますますリスクの高い緊張を伴う医療となるだろう。
　講演では、これまでに歯科治療中に経験した life-threatening evens 数例を詳細に紹介し、その基本的な対
処方法、また危機的な状況に遭遇した時に必要な血圧、酸素飽和度などのモニターの最重要ポイントを簡潔
に紹介したい。　　　　　　　　　

略歴
1990 年	 東京歯科大学卒業
1991 年	 弘前大学医学部入学 ( 一般入試 )	 	 	
1997 年	 弘前大学医学部卒業（麻酔科：松木明知教授）
1997 年	 慶應義塾大学医学部麻酔科教室入局（武田純三教授）	
1999 年	 都立清瀬小児病院麻酔科	 	
2000 年	 国立東京医療センター麻酔科	 	 	 	
2001 年	 さいたま市立病院麻酔科	 	 	
2002 年	 慶應義塾大学医学部麻酔科助手	 	 	 	 	
	 伊勢慶應義塾大学病院麻酔科部長	 	 	 	
2003 年	 神奈川歯科大学麻酔科教室	 	 	
2014 年	 神奈川歯科大学横浜センタ－麻酔科・歯科麻酔科科長
	 神奈川歯科大学附属病院いびきと睡眠時無呼吸外来長
	 神奈川歯科大学麻酔科学講座高度先進麻酔科学分野大学院教授

厚生労働省認定麻酔科標榜医
日本麻酔科学会麻酔科専門医・麻酔科指導医
日本麻酔科学会、日本臨床麻酔学会、日本集中治療医学会、日本睡眠学会、日本歯科麻酔学会、日本睡眠歯科学会
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シンポジウム
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シンポジウム－ 1

インプラントに対する物理化学的処理の有効性

東京歯科大学 口腔科学研究センター 

三浦　直

　インプラント材料に対する超親水性処理は、生体反応の活性やオッセオインテグレーションを亢進する。
超親水性は、材料表面への化学的あるいは物理学的処理により得られる。我々が今まで検討し報告してきた、
超親水性インプラントの、骨や軟組織への反応や抗菌性について、プラズマ照射を中心とした表面処理に制
御される現象を紹介する。
プラズマ処理で得られる超親水性は大気中で急速に失われるが、水中では維持される。これはチタン表面に
存在する炭素量、および水酸基の量にも影響される。その他さまざまな生体反応に有効な処理といえる。
　超親水性表面は、タンパク吸着を促進する。骨組織接触部位における細胞の接着、増殖や分化にも効果的
である。軟組織接触部位において、細胞接着や伸展の程度も向上する。材料への細菌付着をも抑制する効果
があることが明らかになっている。
インプラントに対する超親水性処理は、臨床的に有効なツールになると考えられる。

略歴
1994 年 3 月	 東京大学大学院農学系研究科博士課程修了
1994 年 3 月	 東京大学　博士（農学）取得
1994 年４月	 東京歯科大学微生物学講座　助手
2000 年９月	 東京歯科大学微生物学講座　助教授
2001 年４月	 東京歯科大学化学研究室　助教授
2005 年１月	 東京歯科大学口腔科学研究センター  助教授
2007 年４月	 東京歯科大学口腔科学研究センター　准教授（職名変更）
2022 年　	 現在に至る

所属学会
日本農芸化学会、東京歯科大学学会、日本口腔インプラント学会、　日本歯周病学会
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シンポジウム－ 2

前歯部外傷による再植方法による一考察

医療法人社団尽誠会 新栄町歯科医院 
理事長・院長

佐久間　利喜

　一昔前、「戦略的抜歯」と言う名の下に保存可能な歯が多数失われ、インプラント周囲炎という新たな疾病
を多く生む結果となった。歯科医師としての矜持とは何か ? 健康な歯と周囲組織を維持し長期間機能させる
ことではないかと常々考えている。歯の移植、再植は天然歯と周囲組織を保存する最後の砦であり、その後
のインプラント治療へのスムーズな移行が術者にとって最大限考慮しなければならない事でそのことが患者
からの信頼と尊敬の念を得る最良の策であると思っている。今回は 20 年以上に渡り患歯を見続け、今後も
診るであろう私の家族の症例であり、歯根膜の再生能力の偉大さを改めて感じたケースである。決してイン
プラント治療を否定するものではなく、その前に我々が考え、取り組むべきことを提示している。永久歯が
永久に維持できるために色々な戦略があり、その選択肢の一つとしてこの方法を皆さんと共有したいと思っ
ている。

略歴
岩手医科大学歯学部卒 
新潟大学大学院卒

日本歯科保存学会 
日本歯内療法学会 
日本顕微鏡歯科学会 
日本遠隔医療学会 
日本臨床歯科学会 
日本口腔インプラント学会 
日本臨床 CADCAM 学会

－ 18 －



シンポジウム－ 3

上顎前歯部外傷歯に対して審美的機能回復に配慮したインプラント治療の二例

医療法人社団湖秋会 
吉祥寺セントラルクリニック 院長

洪　性文

　口腔外傷に対しては、周囲組織の損傷の確認、感染予防、機能回復など配慮せねばならない事は多岐に渡る。
さらに上顎前歯部は、口腔外傷の中でも脱臼や破折などトラブルが多い部位であり、審美面での回復にも我々
歯科医師は配慮せねばならない。
　上顎前歯部審美領域のインプラント治療においては、骨形態、歯根形態、軟組織の環境に配慮した診査診断、
処置方針を立てなければ審美的な機能回復はおこなえない。外傷歯の抜歯前、抜歯後にどのような配慮をす
る事により、治療部位周囲組織の温存、造成を図れるのか。自験例を通じて上顎中切歯の歯根破折歯および
外傷後のアンキローシス歯に対して、ソケットシールドテクニックなどでバッカルボーンプリザベーション
を併用したインプラント治療にて機能・審美回復をおこなった二症例を供覧する。　　　　　　　

略歴
1993 年　松本歯科大学　卒業
日本大学　歯学博士号取得
吉祥寺セントラルクリニック院長
　
CGF・AFG コース（コアフロント）インストラクター
OSSTEM IMPLANT AIC ディレクター
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シンポジウム－ 4

われわれの施設における顎顔面口腔外傷に対する治療戦略

東京女子医科大学医学部 歯科口腔外科学講座
口腔顎顔面外科学分野

菅野　勇樹

　東京女子医科大学病院は二次救急医療機関及び三次救命救急センタ－として、あらゆる分野の重篤な救急
を要する患者への医療を 24 時間提供している。さらに、当科においては顎顔面口腔領域の外傷をはじめと
した一次救急症例に対しても、当番医を設けて 24 時間体制で対応を行っている。当院の所在地である新宿
区河田町は、新宿の歓楽街より約 1km の近距離に位置していることから、新型コロナウイルスの世界的流行
による外出人口の減少よって症例の絶対数は減少しているものの、特に暴力などによる外傷症例が多いのも
特徴であるといえる。　　
　本シンポジウムでは、東京女子医科大学病院歯科口腔外科における顎顔面口腔外傷症例に対する治療に関
して供覧し医学部附属病院歯科口腔外科の特色ついて報告する。さらに、顎顔面口腔領域における一次救急
症例、二次救急症例、三次救急症例について考察し、それぞれの症例に対する治療戦略について報告する。　

略歴
2005 年 	 3 月	 東北大学歯学部卒業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2005 年 	 5 月	 東京大学医学部附属病院　顎口腔外科・歯科矯正歯科　研修医　　
2007 年 	 4 月	 東京大学医学部附属病院　救急部　医員　　　　　　　　　　　　
2007 年	 8 月	 東京大学医学部附属病院　顎口腔外科・歯科矯正歯科　医員　　　
2009 年	11 月	 東京大学医学部附属病院　顎口腔外科・歯科矯正歯科　助教　　
2010 年 	 4 月	 日本口腔外科学会認定医	 	 	
2010 年	 8 月	 日本先進インプラント医療学会専門医	 	 	
2015 年 	 1 月	 日本再生医療学会　再生医療認定医	 	 	
2016 年 	 4 月	 日本有病者歯科医療学会専門医	 　
2016 年 	 8 月	 日本先進インプラント医療学会指導医
2016 年	10 月	 群馬大学医学部附属病院　歯科口腔・顎顔面外科　助教
2017 年 	 1 月	 医学博士（埼玉医科大学形成外科）
2017 年 	 6 月	 日本口腔科学会認定医
2018 年	10 月	 東京医科大学　口腔外科学分野　助教
2020 年	11 月	 東京女子医科大学　歯科口腔外科学講座　口腔顎顔面外科学分野　准講師
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シンポジウム－ 5

口腔外科での外傷

日本歯科大学附属病院 口腔外科

吉田　和正

　口腔外科での外傷すなわち顎・口腔領域の外傷は、大きく分けると軟組織の損傷、歯および歯槽の外傷、
顎骨骨折の３つに分かれるといえよう。外傷とは、交通事故やスポーツ事故などによる、対物衝突、転倒、
転落、殴打などの衝撃を意味する。
その中でも細かく分類すると軟組織の外傷は、歯肉の損傷、口蓋の損傷、口底の損傷、舌の損傷、頬粘膜の損傷、
口唇および顔面の損傷、その他に分かれる。
歯および歯槽の外傷では、この学会に所属する先生方が専門とされる歯の打撲・歯の脱臼。顎骨骨折では、
交通事故、スポーツ、作業事故、衝突、転落、殴打などによる下顎骨折がよく散見される。その他にも、上
顎骨骨折、頬骨弓骨折、眼窩底骨折、関節頭骨折、顎骨多発性骨折等がある。
　今回は、軟組織の損傷、歯および歯槽の外傷、顎骨骨折について、実際の臨床写真を用いて治療、経過、
その後の後遺症についても含めて詳しく解説したいと考えている。このシンポジウムを通して、実際の外傷
歯学会の会員の先生方の臨床の知見に少しでもお役に立てれば幸いである。         

略歴
1997 年　日本歯科大学歯学部　卒業
2002 年　日本歯科大学歯学部歯学研究科卒業（口腔外科学）
2002 年　日本歯科大学歯学部附属病院　医員
2004 年　日本歯科大学歯学部附属病院　助教
2013 年　日本歯科大学歯学部附属病院  講師
2016 年　日本歯科大学附属病院　口腔外科　統括医長
2017 年　日本歯科大学附属病院　歯の細胞バンク外来長
2018 年　日本歯科大学附属病院　准教授

所属学会資格等 　
博士（歯学）
・（公社）日本口腔外科学会認定　口腔外科認定医・専門医・指導医
・日本有病者歯科医療学会　認定医・専門医・指導医・代議員
・日本先進インプラント学会専門医・指導医・評議員
・国際インプラント学会（WCOI）認定ドクター・評議員
・日本メタルフリー歯科学会　認定医・評議員　
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シンポジウム－ 6

デジタル技術で製作したダブルクラウンによるオーラルリハビリテーション

東京歯科大学
パーシャルデンチャー補綴学講座

田坂　彰規

　歯の欠損で咬合崩壊した症例は咬合性外傷で残存歯に動揺を伴うことがある。補綴治療で動揺歯を連結固
定する必要がある場合には、固定性もしくは可撤性補綴装置の２つの手段から選択することが求められる。
クラウンブリッジによる固定性補綴装置で多数の残存歯を一次固定した場合、連結されている残存歯が保存
不可能となった際には、その対応に苦慮する。ダブルクラウンを支台装置とした可撤性補綴装置では、残存
歯を二次固定でき、支台歯喪失後も比較的簡便な修理で引き続き使用することが可能である。また、インプ
ラントを支台とすることもできるため、ヨーロッパを中心に天然歯とインプラントを連結した可撤性補綴装
置の応用が進んでいる。近年、デジタル技術の進歩により、ダブルクラウンの製作方法および使用材料が変
化しつつある。本講演では、デジタル技術で製作したダブルクラウンを用いてオーラルリハビリテーション
を実施した症例について供覧したい。

略歴
2003 年 3 月	 東京歯科大学卒業
2003 年 4 月	 東京歯科大学大学院歯学研究科　歯科補綴学専攻　入学
2007 年 3 月	 東京歯科大学大学院歯学研究科　歯科補綴学専攻　修了
2007 年 4 月	 東京歯科大学千葉病院（現・千葉歯科医療センター） レジデント
2008 年 4 月	 東京歯科大学有床義歯補綴学講座（現・老年歯科補綴学講座） 助教
2013 年 4 月	 東京歯科大学有床義歯補綴学講座  講師
2015 年 4 月	 東京歯科大学パーシャルデンチャー補綴学講座  講師
2018 年 4 月	 ドイツ連邦共和国ハイデルベルグ大学附属病院・補綴科　visiting professor 
2019 年 4 月	 東京歯科大学水道橋病院・補綴科　医局長
2020 年 4 月	 東京歯科大学パーシャルデンチャー補綴学講座  准教授

所属学会
日本補綴歯科学会専門医・指導医、日本老年歯科学会専門医・指導医、日本口腔インプラント学会専修医
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一 般 口 演
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一般口演Ⅰ

外傷歯へのセルフアドヒーシヴ・レジンセメント：プライマー併用の試み

〇入江　正郎
1)

, 園井　教裕
2)

, 関野　貴大
3)

1) 岡山大学学術研究院医歯薬学域 生体材料学分野
2)岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科附属医療教育センター
3) 奥羽大学歯学部 成長発育歯学講座

【目的】
セルフアドヒーシヴ・レジンセメント（SAR）は、性質が向上したが、歯質接着強さは、プライマーを併用
するアドヒーシヴ・レジンセメント（AR）に比べて劣る。外傷歯処置への提案として、SAR の接着性向上を
期待し、ヒト象牙質を用い、プライマー併用効果を検討した。

【材料と方法】
SARは新規のRelyX Universal Resin Cement (RURS, 3M) を使用、 プライマー併用効果を見るため新規処理材：
Scotchbond Universal Plus Adhesive (SUPA, 3M) を用いた。ヒト湿潤象牙質を使用し（岡大研究倫理審査専
門委員会：承認番号 研 1901-036）、接着強さを測定した。

【結果と考察】
RURS の接着強さは、SUPA の併用で無処理と比較し有意に向上した。プライマー併用で接着力の高まる接着
界面が得られた可能性がある。
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協催企業・団体一覧

広　　　告

株式会社 DENTAL JAPAN 侍

株式会社ブレーンベース

株式会社ガイドデント

 AQB・ABI インプラント株式会社

株式会社 WAZAWAZA

有限会社メディア・レフ

株式会社佐藤歯研

アサヒプリテック株式会社

株式会社エムディティ・インターナショナル

株式会社杏友会 

有限会社ラフィーネ
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https://www.media-ref.netURL：info@media-ref.netE-mail：

オリジナルのデザインと構成で
医院の想いと情報を伝えます

歯科医院をトータルプロデュース
様々なメディアツールを使用した PR 方法のご提案から、看板・内装、清掃、予約システム
まで歯科医院様のご要望に、幅広く対応させていただいております。

イベント企画ノベルティロゴ制作院内清掃
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